
 

小
さ
な
背
中
に
大
き
な
ラ
ン
ド

セ
ル
、
ち
ょ
う
ど
桜
の
花
が
満
開
の

中
、
皆
野
小
・
国
神
小
・
三
沢
小
の

三
つ
の
小
学
校
の
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

新
入
生
は
ど
の
く
ら
い
？
気
に
な

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。「
せ

め
て
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る
く
ら

い
の
児
童
が
い
る
と
い
い
の
で
す

が･･･

」
国
神
小
や
三
沢
小
の
先
生

方
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

 

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
は
、
皆

野
町
に
か
ぎ
っ
た
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声

が
聞
こ
え
る
地
域
づ
く
り
、
町
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 
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知
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学 校 名 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 学校別計 

皆 野 小 ５９（０） ５３（３） ５０（１） ５６（１） ６３（０） ６０（０） ３４１（５） 

国 神 小 

うち日野沢地区 

うち金沢地区 

１７（０） 

 ２ 

 ０ 

１５（１） 

 ０ 

 ５ 

１６（０） 

 ２ 

 ３ 

１７（１） 

 ２ 

 １ 

２０（０） 

 ０ 

 １ 

２１（０） 

 ２ 

 ４ 

１０６（２） 

  ８ 

 １４ 

三 沢 小  ９（１）  ３（０）  ４（０）  ５（０） １０（０）  ７（０）  ３８（１） 

学年別計 ８５（１） ７１（４） ７０（１） ７８（２） ９３（０） ８８（０） ４８５（８） 
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四
月
八
日
、
皆
野
町
長
選
が
告
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
現
職
の
石
木
戸
氏
の
み
の
立

候
補
、
無
投
票
で
次
期
町
長
が
決
ま
り
ま

し
た
。 

 

日
本
共
産
党
皆
野
町
委
員
会
は
、
三
期

目
を
す
す
め
る
石
木
戸
町
政
に
、
安
心
で

希
望
の
持
て
る
町
づ
く
り
を
す
す
め
て

い
た
だ
く
よ
う
「
町
政
へ
の
申
し
入
れ
」

を
行
な
い
ま
し
た
。 

（
主
な
内
容
は
） 

１
・
山
林
の
整
備
に
つ
い
て 

 

皆
野
町
で
は
、
こ
の
十
年
間
に
大
雨
・
大
雪

な
ど
に
よ
り
小
規
模
な
土
砂
災
害
が
繰
り
返

さ
れ
、
倒
木
や
そ
れ
に
伴
う
土
砂
崩
れ
な
ど
が

ふ
え
危
険
度
が
増
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

に
よ
る
異
常
気
象
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

に
よ
る
地
す
べ
り
等
の
災
害
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
対
策
は
焦
眉

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
が
進
み
、

山
林
に
手
が
入
ら
ず
、
密
林
や
倒
木
が
放
置
さ

れ
た
山
が
目
立
ち
、
土
石
流
の
危
険
な
ど
、
心

配
は
尽
き
ま
せ
ん
。
山
林
の
整
備
に
つ
い
て
、

早
急
に
取
り
組
む
よ
う
申
し
入
れ
ま
す
。 

 

山
林
の
整
備
事
業
に
よ
る
雇
用
創
出
、
木
材

の
再
利
用
事
業
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
も
つ
な
が
る
よ
う
継
続
的
で
将
来
を
見
据

え
た
も
の
を
望
み
ま
す 

２
・
地
域
循
環
型
経
済
の
取
り
組
み 

 

給
食
の
食
材
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
地
元

で
取
れ
た
も
の
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
生
産
者
と
連
携
し
計
画
的
に
種
類
や
量

な
ど
を
増
や
す
な
ど
、
地
域
循
環
型
経
済
の

取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
す
す
め
る
よ
う
申
し

入
れ
ま
す
。 

３
・
文
化
・
芸
術
体
験
事
業
に
つ
い
て 

 

文
化
・
芸
術
体
験
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
に
重
要
で
あ

り
、
そ
の
恒
常
的
な
環
境
づ
く
り
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
が
鑑
賞
す
る
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
準
に
す
る
の

は
言
う
に
及
び
ま
せ
ん
。 

 
文
化
会
館
を
町
内
外
の
学
生
や
音
楽
団
体

に
練
習
会
場
と
し
て
広
く
開
放
し
、
そ
の
練

習
を
町
民
が
自
由
に
聞
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
な
利
用
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。 

４
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て 

 

官
と
民
の
合
同
研
究
会
を
つ
く
り
、
そ
の

情
報
を
町
民
に
知
ら
せ
、
町
全
体
で
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
め
ざ
す
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。 

５
・
町
民
の
元
気
な
声
や
笑
い
声
が
き
こ
え

て
く
る
よ
う
な
、
よ
り
参
加
し
や
す
い
よ
う
、

健
康
増
進
・
予
防
を
い
っ
そ
う
充
実
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

以 

上 

年 少  ２３ 

年 中  ４４ 

年 長  ２４ 

総 計  ９１ 

１年生  ８５（０） 

２年生  ９４（１） 

３年生  ９１（３） 

総 計 ２７０（４） 

皆
野
幼
稚
園 

皆
野
中
学
校 

小 

学 

校 
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